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ケ ー ブ ル テ レ ビ の ミ ッ シ ョ ン “ 地 域 貢 献 ”

地域情報を提供するデータ放送
地域との密着度を高めるもの

6月24日（木）～26日（土）に池袋サンシャ

インシティで開催された「ケーブルテレビシ

ョー2010」では多くのベンダーからデータ

放送事例が紹介されていた。推定ではある

が現段階で独立系ケーブル局では約50～

60局、大手MSOを含めると約100局近く

のケーブル局がすでにデータ放送を開始し

ているとみられる。

これはシステムが安価になってきたこと

に加え、ケーブルテレビの特長を最大限に

活かせるメディアツールであることが認知さ

れてきたこと、そして昨年度の総務省によ

るICT関連の交付金が効果的に活用され

たことから、山間部の公設公営系ケーブル

局はもちろん、都市部の民間系ケーブル局

でもデータ放送が開始されてきている。ま

たその背景には今まで気象チャンネルや

行政チャンネルなど多くのチャンネルを有し

てきたケーブル局が、デジタル化に伴いネッ

トワークIDが1つしか付与されない状況か

ら、それらの情報をコミチャン内のデータ放

送に集約し視聴者へ配信する手段として

活用されていることも挙げられる。複数の

ネットワークIDが付与されればさらなるデー

タ放送の使い方が考えられるが、現段階に

おいてデータ放送はケーブルテレビのデジ

タル化には必須サービスとなってきたこと

は間違いないだろう。

コンテンツ面においてもNHKや民放を

追いかけるのではなく、地域に密着した情

報に徹し、ケーブルテレビならではの特長

が活かされている。ケーブルテレビショー

会場での立ち話ではあるが、「なぜ我々の

地域だけテレビでごみカレンダーが見られ

ないのか？」と視聴者から質問されるケー

スがあって急きょデータ放送開始を決断し

たケーブル局もあり、今後さらにケーブルデ

ータ放送は普及していくものと思われる。

前述で述べたとおり、ケーブルデータ放

送のコンテンツはNHKや民放との差別化

を図るために徹底的に地域に密着した情

報に特化している。このことは、BSや地上

波が広域な範囲を対象としているのに対し

て、ケーブルはあくまで地域という狭域な範

囲を対象としており、差別化というよりは自

然な流れであろう。そのコンテンツは「暮ら

しの情報」「行政情報」「防災/防犯」「健康/

福祉」「回覧板」「気象/交通」などが主流だ

が、さらに地域性やケーブル局の母体によ

ってもさまざまである。

「ケーブルテレビショー2010」でのメディ

アキャストのブースでは多くの事例が紹介

されていたが、上段に民間系ケーブル局、

下段に公設公営系ケーブルの事例が紹介

されており、トップ画面の表現方法の特長

が歴然である。

下段の公設公営系ケーブルの場合はコ

ミチャンにチャンネルを合わせるとデータ

放送トップが表示され、高齢者にも使いや

すいように文字やボタンも大きく、「暮らし

の情報」「行政情報」「防災/防犯」「健康/福
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祉」などを中心としたコンテンツが主流であ

るのに対し、上段の民間系ケーブルの場

合は広告主などへの配慮もありコミチャン

映像を前面に押し出し、映像を見ていても

気にならない程度にさりげなく超L字風にデ

ータ放送を表示させ、いつでもデータ放送

に遷移できるような工夫が施されている。

地域の特長を活かしたコンテンツとして

は、民間系で人口密度の高い都市圏を中

心とした配信エリアである東京ケーブルネッ

トワーク（株）では通勤通学の際の視聴者

の交通情報（鉄道/渋滞）への関心に応え

ているほか、都内お出かけ情報や上野動

物園便りなども特長的な事例と言える。一

方、島根県出雲市のひらたCATV（株）で

は沿岸地域特有の海上予報/警報の配信

や、映画『RAILWAYS』で話題となった一

畑電車の時刻表を掲載するなど地域色が

活かされている。香川県坂出市の香川テ

レビ放送網（株）では香川県警が配信する

「安全・安心ヨイチメール」を自動的に取得

し、犯罪情報や防犯対策情報をデータ放

送画面にタイムリーに表示し、地域内の連

絡網として使われているようだ。

公設公営系では、青森県田子町ではに

んにくをはじめとする農産/畜産関連の市況

情報や営農情報への住民の関心に応えて

おり、高原野菜の産地である長野県南佐

久郡南牧村では農業気象や山間部という

地理的な観点から浸水/土砂災害情報に

重点が置かれている。同様に岐阜県郡上

市では岐阜県がTVCMLフォーマットで配信

している雨量や土砂災害情報を10分ごと

にデータ放送へ表示し防災面で大きく寄

与している。

これら事例から、地域特有なさまざまな

角度から直接的にも間接的にも、ケーブル

局はデータ放送により少しずつ地域に貢献

し始めていることが伺える。

昨今、家電メーカーや通信事業者、家

電量販店などでのテレビへのネット接続に

関する積極的なCMやキャンペーンを目に

する。PLCだけでなくすでにWiFi機能も搭

載したSTBも出現しており、2011年以降は

テレビへのネット接続率が急速に高まるこ

とが予想される。そのなかで「ケーブルテレ

ビショー2010」では通信機能を使ったさまざ

まなデータ放送コンテンツアプリケーション

が紹介されていた。まだトライアル段階では

あるが「ショッピング」「住民アンケート」「公

共施設予約」「安否確認メール」「スマートメ

ーター」「在宅健康相談」「オススメ番組紹

介」など、バックエンドでは高度なIT技術と

BML技術を駆使しながら視聴者にはその技

術を感じさせずにシームレスにテレビでサー

ビスが受けられるような工夫が施されていた。

たしかにまだテレビのネット接続率は低

いが、視聴者がテレビにネット接続するの

を待つとかネットへの接続率が高まってか

らサービスに対応するのでは遅い。まずは

通信機能を使って視聴者に対して魅力の

あるデータ放送コンテンツアプリケーショ

ンをいち早く提供し、そのコンテンツサービ

スを受けるために視聴者がテレビへのネッ

ト接続をしていくという循環をケーブルテレ

ビ自らが形成することが重要であろう。

通信を使ったデータ放送は今まで放送

と通信の両事業を営んできたケーブル局に

とっては最も特長を活かせるサービスだ。

通信機能を使って、地域の特色やニーズに

対応したさまざまなサービスアプリケーショ

ンが誕生することが期待される。

多数のケーブル局で開始され始めたデ

ータ放送だが、まだトライアル段階だといえ、

視聴者のデータ放送（Dボタン）に対する認

知度が低いことは否めない。今後、ケーブ

ル局としては随時視聴者のニーズに耳を傾

けて、データ放送画面への誘導方法や表

現方法、そして通信機能を含めたコンテン

ツの充実化を図るべきだろう。そして試行

錯誤を繰り返しながら、地域との密着度を

高め、地域へ貢献していくメディアとして成

長していく必要がある。難視聴対策から始

まりブロードバンド化によって大きく発展を

遂げたケーブルテレビは、2011年のフルデ

ジタル化を目前に控え大きな選択を迫られ

ていると言える。

「チャンスはピンチの顔をしてやってくる」

という言葉がある。今までPCや携帯電話

を使いこなすユーザー限定のサービスを、

どこよりも早く老若男女問わず幅広い層に

向けて、しかもテレビ画面上でサービスが

受けられる環境を実現することこそが、ケー

ブルテレビの使命である地域貢献へとつ

ながるであろう。そして、地域と共に発展し

ていくことがケーブルテレビの最大のチャ

ンスとも言える。
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地域貢献とデータ放送

東京ケーブルネットワーク（株）のトップ画面

ひらたCATV（株）のトップ画面

これから期待されるアプリケーション。ショッピング（上）とスマートメ
ーター


